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気候変動

地球の限界（プラネタリーバウンダリー）に関する９つの指標
緑：安全、 赤：限界を超えている （J. Rockström et al (2009)）
ただし化学物質汚染と成層圏エアロゾルは未定量

「地球温暖化が
迫る地球１個分
の暮らし、社会」
長谷川浩（福島県喜

多方市在住）



・種の大量絶滅
・人類がアフリカを出て、オーストラリア、ニュージーランド、南
北のアメリカに到達するのと同期にそこにいた大型哺乳類や
鳥類が絶滅しました。

・現在も、毎年3万種が絶滅しており、絶滅速度は過去の絶滅
よりも千倍オーダー速いとの試算もあります。地球史上、6回目
の生物大量絶滅が進行中です。

・32%の両生類が絶滅の危機に瀕していると報告されました。
・40%の昆虫も絶滅の危機に瀕しています。昆虫は虫媒花の受粉、
鳥のエサとして生態系にはなくてはならない存在です。

・原因として、ハビタット*の慣行農業への転換（例えば熱帯雨
林から大豆やパームオイルの栽培）、農薬の使用などがあげ
られています。

*生物が、食べ物をみつけ、隠れ、生殖などをするための自然
環境のこと



・生活習慣病などの慢性疾患
・国民の二人に一人がガンになり、3人に一人はガン
で亡くなっています。高血圧、糖尿病、痛風、うつ病
などの慢性疾患の延患者数は1億人に達し、小児の
3人に一人はアトピー性皮膚炎、成人の二人に一人
は花粉症と急増しました。喘息や食物アレルギーも

急増してしまいました。国
民医療費は40兆円を超え、
高齢化を考えると、このま
までは国の財政が破綻し
てしまうことが危惧されて
います。



・ネオニコチノイド（２）

日本は元々、農薬の使用大国ですが、2010
年代になって農薬の残留基準をさらに緩め、
世界一、ネオニコチノイドが使いたい放題の
国といっても過言ではありません。

農薬原体の積算散布回数



・ネオニコチノイド（４）

・殺虫剤の多くは神経毒としてム
シを殺しますが、人の神経の仕
組みも昆虫とさほど違わないの
です。人の神経系を狂わせてし
まうことが懸念されています。



・ネオニコチノイド（３）
農薬はターゲットとしな
い生物を殺す可能性が
あります。ネオニコチノイ
ドも節足動物にも被害が
及び、結果、虫媒花の受
粉や鳥のエサとしての昆
虫がさらに低減すること
が懸念されています。



過去1０万年の気温変化

過去1万2千年は「母なる地球」だったが、それ以前は「荒ぶる地球」
だったため、農耕ができる状況ではなかった



・宇宙のオアシス、地球の未来

46億年前に誕生した地球は、あと10億年ほどすると太
陽に飲み込まれてしまいます。

1万2千万年前から温暖化して気候が安定した地球は、
大気中のCO2濃度を350ppmに保てば、しばらく（数万年）
は極端な寒冷化はないと予測されています。

しかし、実際には人類が地球の気候と環境を大きく変
動させていて、CO2濃度は400ppmを超えました。よく「地

球に優しい」という言い方がされますが、人類の存続に
は「人類に優しい、母なる地球」＝安定した気候が必須
なのです。そのことを問題提起するために、地質時代は
「人新世（Anthropocene）」が提案されました。地球の気
候を人類の存続のために管理する「Earth Users’ Gide」と
でもいうべきものが必要なのです。



・地球規模の窒素循環

全窒素投入量（Tg：兆g）

BNF：生物窒素固定量
（Biological N fixation）

稲妻

内燃
機関

N肥料

・大気中には78%の窒素ガス（N2）が存在しますが、不活性でほとんど
の生物は利用できません。
・窒素肥料、内燃機関の燃焼、マメ科の栽培による人為的窒素投入
量は年間210兆gで、元々自然界の窒素固定量、203兆gをうわまわる
窒素を地球に投入している。一番大きいのが窒素肥料の製造、次が
マメ科の栽培、そして内燃機関の燃焼による窒素酸化物である。都
市のし尿もリサイクルされていません。結果、地球規模の窒素循環
は破綻し、水系の富栄養化と硝酸態窒素による地下水汚染、海洋の
無酸素化など様々な環境問題を引き起こしています。



・地球温暖化
・人間によって温暖化が引き起こされていることに、世界中の
気象科学者は合意しています。温暖化を引き起こしているのは、
化石燃料の使用、セメントの製造、森林伐採などによるCO2発
生（76%）、ウシのげっぷや天然ガスプラントからのメタン（CH4）
発生（16%）、他に窒素肥料からの一酸化二窒素（N20）発生や
代替フロン（合わせて8%）が原因です。2010年の合計発生量は、
CO2換算で年間490億トンにも達します。CO2についていえば、
はるか遠い過去に植物や海洋生物が億年の歳月をかけて地
中に埋めたものをわずか300年で大気中に戻しつつあるので
す。

CO2、CH4、N20、代替フロンは温室効果を持ちます。温室効果
とは農業用のビニールやガラスの温室のように蓄熱した地球
から放出される赤外線を吸収して、地球側と宇宙側の両方に
再放出します。大気中にこれらのガスが増えると、地球の熱収
支がプラスに傾いて、結果、地球が暖かくなります。



・温室効果の模式図

（H20）、二酸化炭素（C02）、メタン（CH4）、一酸化二窒素（N20）など
に吸収されます（452W/m2）。温室効果ガスも赤外線を放出し、地
表に再吸収されたり（324W/m2）、宇宙へ放出されたりします
（195W/m2）。地球の平均気温は14℃ですが、温室効果ガスがな
ければ地球の平均気温は-20℃になると計算されています。一方
で、我々は毎年500億トン余りの温室効果ガスを大気中に放出し
て、地球のエネルギーバランスを崩し、温暖化を引き起こしている
のです。

太陽光は主として可視光か
ら構成され、一部（67W/m2）
は大気を温め、残り
（168W/m2）は地表を温めます。
地表を温めた熱は、主に赤外
線として放射され（492W/m2）、
大気中の温室効果ガス、水蒸
気



産業革命（1750年）から現在（2011年）までの積算CO2排出量

1750年から1970年の220年間で1兆トン弱、1970年から2011
年の41年間で1兆トン強と、後者の方が多いCO2を排出しまし
た。年次別にみると、1950年以降は直線的に排出量が伸び
てきました（Great accelerationと呼ばれます）。このペースだ

と、１億年の悠久の年月をかけて蓄えた石油と石炭をわず
か300年で使い果たしてしまう勢いです。

年次

年
間

10
 億

ト
ン

積
算

10
 億

ト
ン



ハワイ・マウナロアで大気中の二酸化炭素（CO2）濃度が長期
観測されています。10年前（週間平均）387ppm、1年前には
408ppmを超え、先週には412ppmを超えてしまいました（ppm
は百万分の一）。3月初めの値は過去200万年の最高値です。

月

2018

2019

ハワイ・マウナロアのCO2濃度
pp

m

人類によるCO2増加

速度は、地球自体
の変化の千倍から
10万倍のオーダー
速い。



実測値 予測値

☆ 産業革命から＋1.0℃上昇し、
最低でもあと+0.5℃上昇。0.5℃暑く
なるごとに、被害はさらに酷くなる
＝＞あと何℃で止められるか？

・現在よりも強い雨
・現在よりも長い干ばつ

＝＞利用できるかんがい
水の減少
・強い熱波

＝＞維持呼吸の増加
・これまでと違う気象パター
ン
・現在よりも大きな台風、ほ
か強風被害、塩害
・海水面上昇：水の膨張と、
陸上の氷が水に溶けて海
に合流することで海水面が、
2100年までに最大1m上昇
・2℃上昇でほとんどのサン
ゴ礁が死滅

・今後の予測



産業革命前から+1.5℃、+2.0℃達成に
必要な温室効果ガス低減シナリオ

温室効果ガスには、
CO2の他に、メタン、一

酸化二窒素、代替フ
ロンなどがある。

GtCO2 e：二酸化炭素

に換算して年間１０億
トン相当

NDC：パリ協定で各国
が決めた貢献

この11年間が勝

負、それを逃した
ら手遅れ＝時間
との闘い

政策なし

現在の政策



ローマクラブの「成長の限界」

1972年に出版されたローマクラブの「成長の限界」注1）はコンピュー
タモデルを使って将来予測を行い、21世紀初頭まで世界人口、1人
当たりの工業生産と食料は右肩上がりに上昇するとしました（図ⅰ）。
「成長の限界」の著者達は、コンピュータモデルの予測精度を飛躍
的に向上させて、2004年に「成長の限界 人類の選択」注2）を出版し
ました。1972年から2015年まで、予測通りに世界人口、1人当たりの
工業生産と食料は右肩上がりに上昇し、ローマクラブの予測が正し
かったことが立証されました。

ローマクラブは、今後、21世紀のどこかの時点で、資源は急速に
減少し、それに伴って1人当たりの工業生産と食料が増加から減少
に転ずる。遅れて世界人口も減少しはじめ、世界文明は破綻すると
警告しました（図ⅰ）。すなわち、このまま経済成長を続けると、地下
資源は枯渇に向かい、異常気象も止められなくなり、地球生態系は
修復不可能なほど破壊されてしまい、今の子ども達が子どもを生む
25年後、孫を持つ50年後には取り返しのつかないことになってしまう
ことでしょう。その時、未来の世代はどのようにして生きていけばい
いのでしょうか。



1970年代「成長の

限界」は問題提起
したが、40年以上

経った今でも無限
の経済成長信仰
は終わっていない。



破綻のシナリオ

• 食料危機？

需要＞供給、しかし、いつ起こるか予測不能

それ以前に、日本から農家がいなくなる

• 環境の破綻？

21世紀後半に異常気象の暴走

• 生物の大量絶滅

• 資源の枯渇？

イージーオイルが減産に向かうのは2020年代からで、
2050年頃に枯渇 ＝＞ 需要＞供給



・シリアの崩壊
西ヨーロッパや中近東・北アフリカではテロや地域

紛争が深刻になっています。シリアを例にとると、
2006-10年にかけて史上最悪といわれる干ばつに襲
われ、アサド政権が水を大量に必要とする綿花栽培
を奨励したことも重なり、農業生産量が激減して穀物
価格が高騰し、すでにイラク難民であふれていた国
境沿いの都市に150万人以上のシリア農民が流入し
たといいます。シリア内戦は異常気象が引き金に
なったのです。そして、干ばつは他の低緯度地帯や
乾燥地に広がっています。

日本でも歴史を遡れば、干ばつや冷害は農民一揆
の原因となりました。食料が不足すれば、社会不安と
なるのはごく自然なことで、最悪の場合は食料を奪
い合う戦争となるのです。



・3つの不公正（Climate Justice）

・世代間の不公正：化石燃料を最も使って便利な生
活をしたのは現在の大人であるのに対して、小さな
子供やまだ生まれてもいない未来の世代が大きな被
害を被る。

・南北間の不公正：化石燃料を最も使って便利な生
活をしたのは、イギリス＞アメリカ＞ほか日本などの
先進国なのに対して、被害が最も甚大になると予測
されているのは、サンゴ礁の国、熱帯や乾燥地に
あって経済的な基盤がき弱な国々。

・気候変動でこれからする絶滅するであろう野生の
動植物も化石燃料は一切使っていない。



参考ドキュメンタリー

＜アルゴア「不都合な真実」＞
https://www.amazon.co.jp/s/ref=nb_sb_noss?__mk_ja_JP=%E3
%82%AB%E3%82%BF%E3%82%AB%E3%83%8A&url=search-
alias%3Dinstant-video&field-
keywords=%E4%B8%8D%E9%83%BD%E5%90%88%E3%81%AA%
E7%9C%9F%E5%AE%9F

＜レオナルドディカプリオ「地球が壊れる前に」＞
https://www.amazon.co.jp/%E5%9C%B0%E7%90%83%E3%81%
8C%E5%A3%8A%E3%82%8C%E3%82%8B%E5%89%8D%E3%81%
AB-%E5%AD%97%E5%B9%95%E7%89%88-Fisher-
Stevens/dp/B07C86GWQX/ref=sr_1_3?s=instant-
video&ie=UTF8&qid=1550715226&sr=1-
3&keywords=%E3%83%AC%E3%82%AA%E3%83%8A%E3%83%A
B%E3%83%89%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%AB%E3%83%9
7%E3%83%AA%E3%82%AA

https://www.amazon.co.jp/s/ref=nb_sb_noss?__mk_ja_JP=%E3%82%AB%E3%82%BF%E3%82%AB%E3%83%8A&url=search-alias=instant-video&field-keywords=%E4%B8%8D%E9%83%BD%E5%90%88%E3%81%AA%E7%9C%9F%E5%AE%9F
https://www.amazon.co.jp/%E5%9C%B0%E7%90%83%E3%81%8C%E5%A3%8A%E3%82%8C%E3%82%8B%E5%89%8D%E3%81%AB-%E5%AD%97%E5%B9%95%E7%89%88-Fisher-Stevens/dp/B07C86GWQX/ref=sr_1_3?s=instant-video&ie=UTF8&qid=1550715226&sr=1-3&keywords=%E3%83%AC%E3%82%AA%E3%83%8A%E3%83%AB%E3%83%89%E3%83%87%E3%82%A3%E3%82%AB%E3%83%97%E3%83%AA%E3%82%AA


・共通の土俵に立つことが一番の課題（隘路）、そして希望

・「地球１個の暮らし」を次世代に残す
・しかし残された時間は限られている
・バックキャスティング、前向きな姿勢

・希望 ： たった一人で始めたストライキを始めた女子中学生が気候変動会
議（COP24）で行ったスピーチ https://www.youtube.com/watch?v=h-ICELS3NPg

国を超えて７万人規模に広がっています。3月15日には子どもたちによる世
界的なストライキが予定されています。このままだと異常気象はさらに悪化。
そのツケを払うのは、そんな若い子たちなのです。

動画
School Strike for Climate

https://www.youtube.com/watch?v=8N196CwLVTI

3月15日世界規模ストライキ（予定）
https://www.youtube.com/watch?v=fhE6YAIqCuk

https://www.youtube.com/watch?v=h-ICELS3NPg
https://www.youtube.com/watch?v=8N196CwLVTI
https://www.youtube.com/watch?v=fhE6YAIqCuk


・Greta Thunberg

・15歳のスエーデン人女子中学生が昨年の8月から、学
校をサボってスクールストライキを開始

・ネットを通じて共感を呼び、毎週金曜日に世界各地で
ストライキが行われるようになる
・昨年12月にポーランドで行われた気候変動会議でス
ピーチ、それが反響を呼び、ダボス会議、EUでもスピー
チ

・EUは2021年から数兆円を気候変動対策に使うと記者
発表

・この3月15日には世界各地で、School Strike for 
Climateが一斉に行われ、数十万人の子供達が参加す
ることが期待される。日本でも東京、京都、富山で開催
見込み。



・Greta Thunberg 2

・どうして学校をサボってストライキをするのか？

＝＞大人は我々の未来を盗んでいる、このままだと
大人たちが汚した後始末を我々子供達がしなくては
いけない。

＝＞大人たちは科学者の提言を無視し続けてきた

・マスコミにはパワーがある。毎日１面に気候変動が
緊急事態であることを載せれば、国民も事態に気づ
くだろう。



・School Climate Strike （3月15日）
日本では
京都
東京
富山で

行われる
予定



世界人口の
推移

世界人口は2050
年に90億人、
2100年には100
億人を超える

と推計されてい
る。



農業を主にしている農業者の60％は65歳以上
49歳以下は10％
＝＞このままでは農業者100万人を切って、人口の
1％になる見込み



1985年に500万人以上いた

農業者の数（農業就業人口）
は、5年ごとに2割ずつ減って
30年間で300万人（年間10万

人）以上減りました。今年
2016年には農業者は200万

人を切る見込みです（毎日
新聞 11月27日）。2025年に
は半減して100万人を切り、
国内の農業農村は瓦解。

最もありそうな危機は？



2012年には、人口は55百万人増えて127百万人、耕地面
積は70万ヘクタール減って470万ヘクタール、人口密度は
147人増えて337人/km2、1人当たりの耕地面積は半減し
て0.037ヘクタール（370m2）に過ぎません。1人当たりの耕
地面積はキューバと比べて1/10、北朝鮮と比べても1/3以
下

表 キューバ、北朝鮮、日本の国土と農地の面積、人口の比較 

国 国土面積 

（103km2） 

農地面積 

（106ヘク

タール） 

人口 

（106

人） 

人口密度 

（人/km2） 

一人当たりの農

地面積（ヘクタ

ール/人） 

キューバ 111 3.8  11 102 0.35 

北朝鮮 121 2.9  25 193 0.12 

日 本 （ 1945

年） 

378 5.4  72 190  0.075 

日 本 （ 2012

年） 

378 4.7 127 337  0.037 

 



ソ連は1991年に体制が崩壊し、経済的混乱が続きま

した。しかし、ロシアにはダーチャがあったので、食べ
ものには困りませんでした。ダーチャとは、都市住民
のために家庭菜園が付いた郊外の家のことで、平均
的一区画は600m2です。市民は、1ヶ月の夏休みの

間、ここでジャガイモ、野菜を育て、加工品などの基
本的食料を自給していたのです。国内3400万世帯の
8割がダーチャを持ち、国内ジャガイモ生産量の92%

を賄うというから驚きです。現金がない、店にモノが
ない困難な事態になってもパニックになることもなく
乗り越えました。

ロシア



1)終戦後、食料事情は悪化し、飢餓との闘いとな

りました。米のほか、麦類、イモ類、雑穀などの配
給統制が実施されました。農村では強権供出が実
施され、割り当てを減らそうとする農家や自治体側
の抵抗に遭い、進駐軍を使った強権措置で割り当
てを確保するありさまでした。輸入された食料を加
えても、国民への配給の遅配や欠配が起きました。

2)1945年は大凶作で前年より300万トンも少ない
587万トンしかお米の収穫がありませんでした。

3)1947年の摂取カロリーは1100キロカロリーしか

なく、カボチャやイモを混ぜた雑炊が普通でした。
都市住民は農村に買い出しに出かけ、着物などを
食料と物々交換しました。

4)今ではコンクリートで覆われた東京都心も終戦直後は焼け野原で、耕せる
ところはどこでも耕しました。写真は国会議事堂前にできたイモ畑で、1947年6
月の様子です。

5)取り締まりの監視をかいくぐってヤミ市が横行しました。法の番人としてヤミ

市の食料を食べなかった東京地裁の山口良忠判事が栄養失調で餓死しまし
た。裏を返せば、ヤミ市を取り締まっていた警察や行政もヤミ市で飢えをしの
いでいたのです。1951年にお米が豊作となり、食料危機からようやく脱しました。



・これから11年（〜2030年まで）にすべきこと
＜社会＞
・石炭火力発電所の全廃
・自転車に優しい街づくり
・地域循環経済
・有機農業の推進で農薬から子供達、生物多様性を守る

＜個人＞
・電気会社を自然エネルギーに契約変更
（生活クラブエナジーに変更）
・自家用車をEVに（日産のe-nv200に）＝＞中国から100万で販売

・屋根型太陽光パネル（設置済み）
・暖房給湯に薪やペレット
（薪ボイラーとペレットストーブ、ロケットストーブも）
・断熱改修（一部リノベ）



・地域循環型経済
お金を稼いでも、地方の金は
中央（東京など）に吸い取られ
ている（漏れバケツ）
お金を廻し、遠くに輸送
しない。

＜農業＞
・ファーマーズマーケット

・CSA
・地域資源を活用した有機
農業の推進

＜林業＞
・地場産材を使った住宅、公共施設
・ペレットや薪を使った給湯と暖房

収入

地域経済は大赤
字



・その後20年（2030〜50年）にすべきこと
＜完全な脱炭素と土壌や森林による炭素固定＞

・土壌に炭素を固定する有機農業技術の開発と普及

・里山の活用

・石油を使わない農業技術の開発と普及

（農業ーフードシステムは、1/3の温室効果ガスを排出）

＝＞日本を有機農業の国に

＜異常気象への対応＞

・干ばつ、台風、ゲリラ豪雨などの異常気象に対応する農業
技術の開発と普及

・大都市一極集中から地方分散、特に海抜ゼロメートル地帯
を湿地＋緩衝地帯に戻す

・市民皆農



世界の人口	

	 10 億以下	 	 	 	 	 	 	 	 	 70 億人	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 90 億人	100 億人	

	

日本の人口	

	 3 千万人	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 1 億 2 千万人	 	 	 	 	 	 	 	 9 千万、6千万人	

 

 

 

 

 

 

	

	

	 	 過去	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 		 現在	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 2050 年、2100 年	

	

過去（1850 年以前）、現在、未来（2050 年、2100 年）の社会構造	

一次産業	

他産業	

支配者	
三次産業	

二次産業	

一次産業	

長距離輸送 

機械化 

化学化 

石油危機 

食料危機 

	

市民皆農	

	

半農半 X	

	

兼業農家	



表 1	 世界のエコロジカルフットプリント（EF）、生物生産力(BC)	

	 2006 年	 2050 年	 日本（2008 年）	

世界の EF（億 gha）	 171	 -	 	

世界の BC（億 gha）	 119	 119*	 	

1 人当たりの EF（gha）	 					2.59	 -	 4.17	

1 人当たりの BC（gha）	 					1.80	 				1.32	 	

世界人口（億人）	 66	 90	 	

*	2006 年から変化しないと過程	

World	Wildlife	Fund「日本のエコロジカル・フットプリント・レポート	 日本

2009」（http://www.footprintnetwork.org/images/uploads/	

Japan_EF_Report_2009_JA.pdf）から著者が作成	

世界でみるとEF>BCで、1.5個の地球が必要
日本と同じ暮らしをすると、2.3個の地球が必要



トランスフォーメーション つくばにある環境研究所の江守さん
の動画、18ー20分あたり（
https://www.youtube.com/watch?v=v
cLjkXoKkko）

https://www.youtube.com/watch?v=vcLjkXoKkko


気候変動非常事態宣言
（残された時間は10年）

・松久代表を、縮小大臣に任命

杉やヒノキの人工林を伐採して、
家やビル建設に使い、跡地に植林
（世界中で1兆本植林が必要）

日本の農地をすべて有機農業に
CO2排出1トンに１万円の炭素税
・・・・
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